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【将来像❸】安全で安心に利用できる港湾 

基本戦略④：強靭な港づくりにより平時及び災害時等の安全かつ安定的な港湾利用を図る 

主要施策 取り組み 地区 短中期 長期 

Ｆ.北部地域に

おける防災拠点

の形成 

【F-1】北部地域における防災拠点と

しての機能拡充 

本部地区 

(旧本港地区) 
〇 〇 

【F-2】周辺市町村の災害時への対応 本部地区 

(旧本港地区) 
〇 〇 

Ｇ.小型船だま

りの機能充実 

【G-1】小型船だまりの機能充実 本部地区、 

渡久地地区 
〇 〇 

【G-2】荒天時避難対策 渡久地地区  〇 

【G-3】利用ニーズに応じた港湾整備 渡久地地区 

(旧本港地区) 
 〇 

【G-4】利用ニーズに応じた港湾整備 

   (地元小型船) 
瀬底地区 〇  

Ｈ.港湾利用者

が使いやすいみ

なとの整備 

【H-1】使いやすいみなとの整備 本部地区 

(旧本港地区) 

渡久地地区 

(旧本港地区) 

〇 〇 
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【将来像❹】環境と共生を図り持続可能な港湾 

基本戦略⑤：経済活動と豊かな自然が共生し持続可能な地域の形成に貢献する 

主要施策 取り組み 地区 短中期 長期 

Ｉ.持続可能な

港湾及び地域経

済への寄与 

【I-1】地域の活性化の支援 渡久地地区 

(旧本港地区) 
〇 〇 

【I-2】PPP/PFIを活用した整備管理運

営手法 

の検討 

本部地区 

(旧本港地区) 

渡久地地区 

(旧エキスポ地

区,旧垣内地区) 

〇 〇 

【I-3】本部港及び北部地域の魅力発

信 
全地区 〇 〇 

【I-4】二次交通の利便性向上 本部地区 

(旧本港地区) 

渡久地地区 

〇 〇 

【I-5】港湾施設の戦略的な維持管理 
全地区 〇 〇 

Ｊ.自然環境と

の共生 

【J-1】環境に配慮した港湾整備 
全地区 - - 
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５  長期的な空間利用ゾーニング 

本部港の将来像の実現に向け、各地区及び港内における空間利用計画を設定する。 

各ゾーンの方向性は以下のとおりである。 

 

物流・産業ゾーン 北部地域の産業・経済・生活を支える物流拠点として、貨物輸送、保

管等の利用に供する空間 
 

交流・賑わいゾーン クルーズ寄港地として、国内外からのクルーズ船の寄港を促進する空

間 

市民、観光客が交流を促進し、賑わいを創出する空間 
 

船だまりゾーン 地域の水産業等の振興を支援するとともにマリンアクテビティ拠点

としての機能強化に取り組む空間 
 

防災機能強化ゾーン 減災・防災に対応する空間 
 

自然環境共生ゾーン 社会と自然が調和の中で共生し、持続的な発展を可能にする環境の創

造に取り組む空間 
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６  （参考）各地区の施設イメージ案 

本部港にて展開される主要施策に基づき、各地区における施設イメージ案は以下のとおりであ

る。 

 

(1)本部地区の施設イメージ 

本部地区では、北部地域の物流・産業の拠点機能を強化するため港湾機能の再編・効率化を図

る。 

また、世界に開かれた交流拠点空間の形成、周辺地域との連携・ネットワーク化により賑わい

と活力を創出するため、クルーズ船受入環境・体制の強化やフェリー、旅客船機能の拡充を図る。 

そのために、必要となる施設は、主に以下に示すものとなる。 

 

〇旧本港地区では大型クルーズ船、定期 RORO 船、定期フェリー等の利用により岸壁の不足

が見込まれることから、RORO 船が利用できる規模の岸壁、荷捌のための埠頭用地が必要と

なる。 

〇また、現在旧本港地区を利用している砂砂利船等のバルク貨物を扱う船舶や作業船について

は、旧塩川地区への移転を図るため、旧塩川地区においては係留施設が必要となる。 

〇旧本港地区の岸壁背後の用地では、歩道が整備されているため段差があり荷役作業の支障と

なっている。また、背後の港湾関連用地では、冷凍冷蔵倉庫が整備されたことで道路として

機能していない用地がある。これらを解消し利便性の高い港湾空間とする必要がある。 

〇現在、旧本港地区で伊江フェリーが利用している岸壁は老朽化が進んできており、今後代替

施設が必要となる。そのため、伊江フェリーが利用する岸壁、旅客待合所の再整備を行う必

要がある。 

〇また、旧本港地区を使いやすい港とするためには、同地区に放置されている廃船等の撤去、

移転などの対策や適切な維持管理について早期に取り組む。 

 

以上を踏まえ、本部港（本部地区）の施設イメージ案を次ページに示す。 
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(2)渡久地地区の施設イメージ 

渡久地地区では、多くの人で賑わう活力のある港湾とするため、周辺地域との連携・ネット

ワーク化により賑わいと活力を創出する。 

また、安全で安心に利用できる港湾とするため、小型船だまりの機能充実、港湾利用者が使い

やすいみなとの整備を進める。 

そのために、必要となる施設は、主に以下に示すものとなる。 

 

〇使いやすいみなとの整備を図っていくためにも、廃船・放置船対策や安全対策、利便性の向

上、適切な機能分担等が求められている。 

〇そのため、プレジャーボートの移転促進や利用形態に応じた棲み分けを図る必要があり、新

たな係留施設が必要となる。 

〇また、定期旅客船利用者の駐車場不足への対応が必要となる。 

 

以上を踏まえ、本部港（渡久地地区）の施設イメージ案を次ページに示す。 

 

 

 

 

 


